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品質、サービス、革新性、対話にお

いて一貫して顧客の期待値を上回る

ことがEMCの全社的なコミットメ

ントであることを表明し、講演を締

め括った。

キュリティ、信頼性、コンプライア

ンスの確保は組織が責任を負ってい

る。情報インフラストラクチャ管理

における今日的課題を解決するため

には、ストレージ容量の増加、情報

保護、インテリジェント化、仮想化

と自動化が不可欠とした上で、

EMCでは 70ドルから数億ドルま

で、あらゆるストレージを1社で提

供できるまでにポートフォリオを拡

大し、“仮想化、アプリケーション、

ストレージ／災害復旧、セキュリテ

ィ、容量の増大、コンプライアンス、

省エネ”を軸にした事業を展

開している自社の強みを紹介。

また、省エネ技術を自社のデ

ータセンタに導入することで、

67％のコスト削減と２万トン

を超えるCO2排出量の削減を

果たしたこともアピール。最

後に、TCE（Total Customer

Experience）の可視化により、

ハウク主席副社長は「EMCのビジ

ョンと戦略」と題した基調講演で、

21四半期連続２桁成長を続けるEMC

が、５年間で10倍に膨張するデジタ

ル宇宙を展望し、情報インフラスト

ラクチャ管理における今日の課題、

さらには次世代情報インフラとして

要求されるソリューションをどのよ

うに認識し、それに対する自社の戦

略を紹介するとともに、TCE（Total

Customer Experience）の可視化によ

るカスタマー・ロイヤルティの向上

に向けた取組みについて論じた。

2008年、世界人口の４分の１に

あたる約 14億人がインターネット

を定期的に利用するようになったこ

とにより、情報つまりストレージに

保存すべきデータが日々増えてい

る。こういった量的な変化に加え、

ユーザーがデータを扱う場所も変化

している。70％のデータが個人に

よって作られ、85％のデータのセ
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EMCのビジョンと戦略 

EMCジャパン主催による「EMC Forum 2008」が去る11月4日、「次世代情報インフラを実感する1日－グリーンITを実現
する“企業情報インフラの全体最適化”」をテーマに開催された。情報インフラの全体最適化に向けたEMCのビジョンと戦
略の紹介、さらには、EMCやパートナー各社の先駆的な技術・ソリューションに関するセミナーが開催され、企業のIT担
当者など多数が参加した。本稿では、EMCコーポレーションのフランク・M・ハウク主席副社長の基調講演に加え、EMC
の情報インフラの全体最適化に向けたアプローチ、データセンタソリューション、グリーンITをテーマにしたセミナーの
概要を紹介する。
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ど、ITコストが上昇し、最終的な

ビジネス目標に到達するのが難しく

なる。そのため ITガバナンスは、

重要性のみならず、緊急性が高いテ

ーマとも言える（スライド２参照）。

EMCは、オープン化が進んだこ

とにより、アプリケーションと IT

インフラストラクチャの疎結合化が

可能になったこと、ビジネスプロセ

スやアプリケーションに比べて、

I Tインフラストラクチャは統一

化・標準化ができる範囲が幅広いこ

と等を背景に、ITインフラストラ

クチャの全体最適化を進めることを

検討した。

従来のように、ITインフラスト

ラクチャを部分最適化したままの状

態では、ITコストやリスク管理、

ガバナンス等に課題が多く、運用管

理でも問題が多発することが多い。
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「ITガバナンス」という言葉は、

経営戦略を必要とする企業間でそれ

ほど浸透していないのが現状であ

る。EMCは、ITガバナンスが進歩

しない理由を４つの切り口でまとめ

ている。

①ガバナンスを意識した企業が少な

い。組織論が成熟していない。

② 総 論 の 情 報 は 豊 富 だ が 、

COBIT／ ISO20000／ ITIL等、

各論の情報が不足している。

③ベンダー側の視点で、全体最適化

を提案するケースが少ない。

④全体最適化に取り組めるような社

内のカルチャーがない。

全体最適化を先延ばしにするほ

企業における ITコスト削減と IT

ガバナンス強化という相反する経営

テーマがクローズアップされるよう

になってきた。ITガバナンスをビ

ジネス戦略の目標としていく上で、

企業がまず意識するのは情報であ

る。情報をいかにマネジメントでき

るかによって ITガバナンスの方向

性が決定される。

経済産業省の「システム管理基準」

では ITガバナンスの目的を次のよ

うに定義している。

① IT戦略がビジネス戦略・経営戦

略に則しているか。

②情報システムが、組織体の目的を

実現するように安全に保護され、

有効かつ効率的に機能しているか。

③内部または外部への報告を行うこ

とを目的として、情報の信頼性が

保護されるように情報システムが

機能しているか。

④情報システムが、関連法令、契約

または内部規程等に準拠するよう

にするため、コンプライアンスが

意識し実践されているか。

EMCは、ITコスト削減とITガバ

ナンス強化を両立させるために、最

小限の投資で最大限の情報を活用で

きる ITインフラストラクチャをつ

くることが決め手になると考えた。

ITコスト削減とITガバナンス強化
の両立に向けて

全体最適化への取組み 

スライド2

ITガバナンスの進展を阻む
4つの原因

全体最適化で平均20～30%の
ITコスト削減を実現
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◆データのクラス分類

リスク管理の観点からビジネスプ

ロセスを分類整理するためのテンプ

レートを利用して、ビジネスプロセ

スを洗い出し定義する。この定義し

た内容から、フレームを利用して主

要なビジネスインパクトを洗い出

し、インパクトに対して緊急性と重

大性の２軸の評価により、優先順位

を付け、システムの特徴を分析する。

このようにして分析した内容によ

り、ビジネスインパクトによるクラ

ス定義（業務）を基にして、万が一

の緊急事態への対策を視野に入れた

クラス定義が必要かどうかの検討を

行う。

◆アーキテクチャの標準化

サービスレベルや ITコストに影

響するコンポーネントを洗い出し抽

出する。抽出したコンポーネントか

ら、各デザイン要素を基に、デザイ

ンの種類を定義し、デザイン要素間

の親和性を考慮して、アーキテクチ

ャの候補を選択し、組み合わせを絞

り込む。この候補の中から、前出の

「データのクラス分類」で定義され

たサービスレベルを実現できるアー

キテクチャを選択し、標準として定

める。

EMCはこのような全体最適化の

取組みにより、これまで、各企業で

平均20～30%、ITコスト削減を実

現することができたという。

前出の「ITガバナンスが進展し

ない４つの理由」を改善するために、

EMCはITインフラストラクチャ全

体最適化のアプローチについて次の

ような対応策を講じている。

１つ目は、ITガバナンスを意識

した組織づくりを推進するために、

ＩT企画で ITガバナンス強化に向

け、アプリ開発とインフラ構築を

「ＩＴガバナンス強化フレームワー

ク」で統括できるようにする。プロ

ジェクトには子会社の主要幹部も参

画して協力していく。

２つ目は、EMCが全体最適化の

テンプレートとメソドロジーを提供

していく。具体的には、アプリ

MAP／ ITインフラストラクチャ構

築図、データ分類テンプレート、ア

ーキテクチャテンプレート、調達時

期ベースの統合計画、ROI分析手法

などがある。

さらに、企業のお客様に常に5年

から 10年先のことを考えた、ある

べき姿を定義するといった試みを行

っていく。

そこでEMCは、ITインフラストラ

クチャの全体最適化へのアプローチ

を推進している（スライド３参照）。

クラス分けして管理の基準分けを行

った上で全体最適化を行っていく。

COBITやITILを視野に入れた標準

化アプローチを行い、サービスレベ

ル管理、ITガバナンス面で安心・

安全な領域を実現する。

全体最適化のアプローチには、各

データをビジネスの価値や重要度に

基づいてクラス分類し、各クラスが

必要とするサービスレベルを定義す

ることと、そのサービスレベルを実

現するテクノロジーをデザインし、

アーキテクチャを標準化することと

いう２つの作業を行う。この２つの

作業により、最終的にお客様のビジ

ネスと、ビジネスを支える ITの融

合を図ることができる。以下、この

２つの作業の具体的な内容について

解説する。
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全体最適化とITガバナンスの
進展に向けたEMCの取組み
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運用管理、つまりバックアップ、構

成、キャパシティ管理などに重点を

置いたサービスを提供する。

エネルギー効率アセスメントサービ

ス（準備中）：全体的なアプローチ

により、IT資産と電力消費の現状

を確認することができるサービス。

自社の電力および冷却要件を分析

し、配電と温度管理の最適化を図る。

また、サーバやストレージの統合、

仮想化などによる省エネの可能性を

明らかにする。

この他にも、前項で紹介した「全

体最適化によるアプローチ」を実現

化したサービスの提供などがある。

EMCは、最高レベルのデータ移

行のアプローチとテンプレートを使

用し、データセンタ統合に関連して

世界各地で数百を越えるデータセン

タ移転を実施した実績がある。

データセンタの移転は非常に複雑

でリスクを伴う作業であり、移転と

同時にコスト削減をにらみインフラ

標準化、統合化、仮想化が行われる

ケースが増えている現在、さらに移

転プロジェクトのリスクやコストが

増大している。EMCは、移転のた

めの調査、分析、戦略策定、計画作

成等、独自のメソドロジーとベス

ト・プラクティスを有しており（ス

ライド４参照）、同社の専門チーム

が、移転準備の加速化とリスク軽減

に寄与し、移転の戦略策定をトータ

ルで支援していく。
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ービスとして次のようなものがある。

データセンタ移転・統合支援サービ

ス：ユーザーの環境に合わせた移転

方式を決定するためにオプションを

整理し、各ポイントのメリット／デ

メリット、想定される概算コストを

評価する。整理されたオプションは、

全アプリケーションに展開できるよ

うにする。その際、アプリケーショ

ン間の依存関係に注目し、同時に移

行すべきアプリケーション群と、そ

れに付随する ITリソースコンポー

ネント、必要なタスク、人材、工数

を明確にする。

サーバ仮想化支援サービス：仮想化

を行う際の最適な情報インフラ運用

デザインを実施。主としてAs-Isか

らTo-Beへの移行で大きく変化する

高性能な ITアプリケーションの

使用増加により、データの増加、さ

らにはサーバやストレージの増加を

もたらし、それに伴って消費される

エネルギーも増加する傾向にあり、

このことがデータセンタの運営に大

きく関わってくる。

IDCの統計によれば、データセン

タの運営には、平均3.5年の計画・建

設期間が必要とされ、その計画・設

計フェーズの2.8年でユーザーは８～

15年先を予測する必要があるという。

EMCは、環境を考慮した効率的な

データセンタの最適化について、お

客様企業に向けてきめ細かなコンサ

ルティングを実施し、データセンタ

の運営変革を支援している。主なサ

データセンタソリューション 

スライド4

環境を考慮した効率的なデータ
センタ運用サービスを提供

専門チームがデータセンタ移転
の戦略策定を全面的に支援
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化により、高パフォーマンス・ドライ

ブと大容量ドライブを適材適所で使い

分けすることで、電力を大幅に下げる

ことができる。階層化には、下層部に

低電力ドライブを適用し、データへの

アクセスがないドライブはポリシーに

応じて回転を停止する等の機能も用意

されている。さらに階層0(ゼロ)にフ

ラッシュドライブを導入することで、

ハードディスクドライブに比べて少な

い台数で、低電力による高速パフォー

マンスを実現する、といった新しい取

組みも行っている。

EMCでは、このようなストレージ

階層化を実現するために、最もミッシ

ョンクリティカルなシステム向けスト

レージ「Symmetrix」、パフォーマンス

に優れたミッドレンジストレージ

「CLARiX」、マルチプロトコルストレ

ージ「Celerra」シリーズなど、多彩な

ストレージをラインナップしている。

EMCでは、ストレージのグリーン

化とコスト削減に有効な、重複した

データを排除し全体のデータ量を削

減する重複除外の技術に積極的に取

り組んでいる。現在は、バックアッ

プソリューションとして、Avamar、

Disk Libraryを提供しているが、今

後はさらに適用分野を広げる模様だ。
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動画像の送配信や各種ITサービス

の普及により、社会で扱われるITデ

ータ量が2025年には現在の約200倍に

なり、IT機器を扱うことによる消費

電力量も約５倍になると見込まれてい

る。EMCは、仮想化やストレージ階

層化などの優れた技術を駆使し、省電

力に優れた製品群の市場投入を行う

等、グリーンITへの積極的な取組み

を行っている（スライド５参照）。

EMCでは、グリーンITの代表的な

アプローチとして、サーバの仮想化

への取組みをあげている。VMware製

品を導入して、サーバの台数を減ら

してCPUやメモリの利用効率を向上

し、消費する電力量および冷却する

コストを大幅に削減することができ

る。また、EMCでは、仮想化の本格

導入時に考慮すべきデータの保存と

管理について、コンサルティングサ

ービスとVMwareとの親和性も高い

実績を持つ製品群を提供している。

ストレージ統合・階層化による省

電力化も、ストレージベンダーとして

実績のあるEMCならではの技術であ

る。ストレージ統合を行うことで、ス

トレージ・インフラ全体の利用効率を

向上し、ストレージハードウェア全体

を削減する。また、ストレージの階層
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グリーンIT

デジタルデータの膨大化および消費
電力量の増加でグリーンITが急務に

VMware製品によるサーバ仮想化で
データ容量の削減と利用効率化を実現

ストレージ統合・階層化により
「グリーンストレージ」を実施
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